
 

  
 

 

 

 

「地域学習で 

学びを広げる」 
学校教育目標「家庭や地域との協働のも

と『生きる力』を備えた子どもを育成する」

の達成に向けた学びの一つである地域学習

が始まりました。 

３年生は、「高口さん」の梨園に行き、実

際の梨の木を見ながら、梨作りの工夫を見

つける学習をしました。荒尾なしの学習の

まとめとして「荒尾なしの宣伝カード」を

高口梨園から集荷される箱に同封する予定

です。おいしい梨の宣伝をめざします。 

４年生は、カンガルー保育園と芋苗植え

を行いました。たくさんの地域の方の協力

のもと苗植えができました。また、今年は、

学校運営協議会の会議で、ウォーターサー

ビスの出前授業ができることを紹介しても

らい、学びを深める学習ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生は、選挙の出前講座を学習しまし

た。１８歳から選挙権があります。実際の

選挙会場が作られ、立候補者の立ち会い演

説を聴いて判断し、投票をしました。有権

者としての役割を学ぶ機会になりました。 

たんぽぽ学級は、

区画された土地の

様子から、歴史を探

る学習につなげ、荒

尾にある戦争遺跡

「荒尾二造」（旧日

本陸軍の火薬工場）

を見学に行きまし

た。ここでは、三池

炭鉱の石炭を原料

に火薬・爆薬類が製造されていたそうです。 

まる付けボランティアの 

皆様ありがとうございます 

 ６月から、児童の基礎基本の定着を図る

ため、学力充実の時間を設定しています。

１・２年は１４：００～。３年から６年は、

１５：１０～行います。丸をたくさんもら

えて、子供たちは４５分しっかりがんばっ

ています。６時間目のボランティアの皆さ

んが少ないので、ご協力いただけると助か

ります。答えは準備していますので、ご安

心ください。連絡先（６６－０４６１）へ 
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合い言葉  「自分から進んで『笑顔』で行動する」 
 

ウォーターサービス出前授業 

高口梨園にて 



 

安全で楽しい夏休みにしよう 
熊本は、新型コロナウイルス感染の第９波に

入ったようです。今のところ校内での広がりは

ありませんが、油断はできない状況です。楽し

みにしている夏休みは今年から、７月２１日か

ら８月２７日までです。感染予防を行いながら、

安全で楽しい夏休みにしましょう。 

８月２８日（月）から授業がスタートします

が、８月中は、４時間授業です。学校に、

元気な声が戻るのを楽しみに待っています。 

情報機器の賢い使い手になろう 
 今年も、タブレットの持ち帰りを行います。

長期休業中でのタブレット学習や宿題提出な

どに活用するとともに、休校等の不測の事態に

備えるためです。子供たちは、授業を通して、

とても上手な使い手になってきました。昨年は、

全員がルールを守った使い方ができ、感心しま

した。今年も、賢い使い手になって欲しいと思

っています。 

また、夏休みは、時間の使い方を一緒に考え

ていただくよい機会です。ゲームの時間、お手

伝いの時間など計画を立て、できたらほめてい

ただくことで、自分で時間を有効に使い、生活

リズムを整えられるようになっていくのでは

と思います。自立につなげるチャンスです。 

自分で考えて行動できる 

児童を目指して 
 夏休み前の全校集会で、子供たちの輝いた行

動等について紹介します。 

〇ボランティアの児童によるあいさつ運動 

 元気なあいさつを広げています。 

〇５・６年委員会による児童集会 

 委員会からの発表に全児童集中しています。 

〇１年生は、真剣に授業に参加しています。 

〇２年生 グループ学習ができてきました。 

〇３・４年生 門田先生による少人数の授業で、

個に応じた指導の充実を図っています。 

〇５・６年生 境先生による授業で、主体的な

学びの充実を図っています。 

全学級で子供の活躍する授業にするため、学習

リーダーを置き、高学年では、板書リーダーも

活躍しています。全職員で授業改善に取り組ん

でいます。児童の瞳を輝かせるために、今後も

研修を重ね、児童の育成をめざします。 


